
道 路 愛 護 要 綱 

 

（最終改正：令和 4年 4月 1日） 

 

（目的） 

第１条 この要綱は，市民の道路愛護精神の高揚を通じて，地域活動として道路愛護活動

を行う団体，道路愛護活動に対する助成金の交付及び団体の表彰について，必要な事項

を定めるものとする。  

２ この要綱による助成金の交付に関しては，神戸市補助金等の交付に関する規則（平成

27 年３月２日規則第 38号），神戸市地域活動に関する補助金等の交付の手続きに関する

要綱（平成 28 年３月 24 日市長決定）に定めがあるもののほか，この要綱の定めにより

行うものとする。 

（道路愛護活動） 

第２条 この要綱において，助成の対象となる道路愛護活動は，道路法の規定に基づいて

神戸市が管理している市道，県道及び国道において行う，次の各号に掲げる活動とする。 

 (1)道路の清掃・草刈，側溝の泥上げ 

 (2)樹木の剪定・除伐 

 (3)不法投棄物の回収 

 (4)簡易な道路の維持・補修活動 

（道路愛護団体） 

第３条 道路愛護団体は，自治会，婦人会，老人会，子供会等の公共的団体を母体とする

団体，その他組織的かつ継続的に活動する市民団体で，前条各号に掲げる道路愛護活動

を目的とする団体とする。 

（結成手続） 

第４条 道路愛護活動を行おうとする団体は，道路愛護団体結成届（様式第１号）に次の

各号に掲げる図書を添付し，市長に届け出るものとする。ただし，前年度に引続き道路愛

護活動を行おうとするときは届出を省略できる。 

 (1)団体規約 

 (2)役員名簿 

 (3)活動区域を明示する図書 

 (4)その他市長が必要と認める図書 

（証明） 

第５条 市長は，第４条の規定により道路愛護団体結成届を受理した場合は，証明書（様

式第２号）を交付するものとする。 

２ 前条ただし書の規定により届出を省略した場合も前項に規定する証明書を交付するも

のとする。 



（届出事項） 

第６条 道路愛護団体は，次の各号に掲げることが生じた場合は，速やかに市長に届け出

なければならない。 

 (1)届出事項に変更が生じたとき。（様式第３号） 

 (2)道路愛護活動を休止・再開するとき。（様式第４号） 

 (3)道路愛護活動を廃止するとき。（様式第５号） 

 (4)道路愛護団体を解散するとき。（様式第５号） 

（助成金の交付及び金額） 

第７条 市長は，第４条の規定による届出を受理した道路愛護団体に対して，申請に基づ

き助成金を交付することができる。 

２ 助成金の額は，実施作業総延長１ｍあたり６円を乗じて得た額と年額５万円のいずれ

か低い額とし，次条に定める対象経費の年間合計額を限度とする。 

（助成金の交付対象経費） 

第８条 助成金は，当該年度において第２条各号に掲げる道路愛護活動に充当する経費を

対象とする。 

（対象外経費） 

第９条 次の各号に掲げる経費については，助成金の交付対象とならないものとする。 

 (1)他の団体への記念行事お祝い金，神事，祭り等に対する協賛金 

 (2)単に，団体の会員及び役員等という身分上の理由をもって支給する給与，報酬等 

 (3)慶弔費 

 (4)飲食を主たる目的とした会合に係る経費 

 (5)前条の経費のうち，国，県，市及びその他の団体等から補助金等が交付される場合に

おいて，当該補助金等により充当される経費 

（活動の報告及び助成金の交付申請） 

第 10条 道路愛護団体の代表者は，活動を実施し助成を受けようとするときは，次の各号

に掲げる書面を，市長に提出するものとする。 

 (1)道路愛護活動実施報告書兼助成金交付申請書（様式第６号） 

 (2)活動を実施した箇所及び延長が確認できる図面 

 (3)活動前，活動後の活動箇所の状況が分かる写真 

２ 市長は，前項に定める書面について，助成金の交付手続きに必要な事項の記載があれ

ば，その団体において作成された資料をもって代用を認めることができる。 

３ 前２項に定める書面のうち，市長が必要でないと認めたものは，その提出を省略する

ことができる。 

（交付申請の時期） 

第 11条 前項に定める交付申請は，当該年度の道路愛護活動終了後３月末日までに行うも

のとする。 

（交付の決定） 



第 12 条 市長は，第 10 条第１項に定める申請に基づきその内容を審査し，助成金交付の

可否を決定し道路愛護助成金交付決定通知書（様式第７号）により，その代表者に通知

するものとする。この場合において，助成金の交付決定につき，必要な条件を付するこ

とができる。 

（助成金の請求） 

第 13条 道路愛護団体は，助成金の交付を受けようとするときは，前条に定める交付決定

の通知を受けたあと速やかに道路愛護助成金請求書（様式第８号）を市長に提出しなけ

ればならない。 

２ 前項の請求があったときは，市長は速やかに道路愛護助成金を道路愛護団体に支払う

ものとする。 

（助成金交付決定の取消又は変更） 

第 14条 市長は，道路愛護団体が次の各号の一に該当するときは，助成金交付決定を取消

し，又は，変更し，すでに交付した助成金があるときは，その全部又は一部の返還を求

めることができるものとする。 

 (1)道路愛護団体が解散したとき又は愛護活動を休止したとき。 

 (2)助成金交付の条件に違反したとき。 

 (3)不正手段をもって助成金の交付を受けたとき。 

（助成金執行状況の報告及び調査） 

第 15条  市長は，助成金の交付を受けた団体に対して，助成金の執行状況について，報告

を求め，関係書類を調査することができる。 

（関係書類の保管） 

第 16条 助成金の交付を受けた団体は，その助成金の交付対象となった経費の支払いを証

する書類を５年間保管しなければならない。 

（愛護活動への協力） 

第 17条 市長は，道路愛護活動を実施する団体の要請により，活動実施に必要な協力を行

うことができる。 

（表彰） 

第 18条 市長は，多年にわたり愛護活動を実施した道路愛護団体のうち，特に優秀で他の

団体の模範となるものに対して表彰を行うことができる。 

（その他） 

第 19条 この要綱の施行に関し，必要な事項は建設局長が定めるものとする。 

 

附則 

（施行期日） 

１ この要綱は，平成 29年４月１日から施行する。 

（経過措置） 

２ 改正前の道路愛護要綱（平成５年４月１日施行）３本文により届出のあった団体及び



３但書により届出を省略した団体は，改正後の要綱第４条の規定による届出を受理した

団体とみなす。 

 

附則 

（施行期日） 

 この要綱は，令和４年４月１日から施行する。 


